
国有林野 事業の取組

国有林野
事業の取組

関東森林管理局

生物多様性復元を目指す
協働・連携の取組

赤
あ か や

谷プロジェクト

▼ブナ等の種子の豊凶調査

▲ホンドテンの痕跡調査

生
物
多
様
性
の
復
元
と
持

続
的
な
地
域
づ
く
り

　

群
馬
県
北
部
の
み
な
か
み
町

に
位
置
し
、
新
潟
県
と
の
県
境

に
広
が
る
約
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

国
有
林
野
を
対
象
に
、
平
成
16

（
２
０
０
４
）年
３
月
か
ら「
三
国
山

地
／
赤
谷
川
・
生
物
多
様
性
復
元

計
画
」（
通
称
：
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
赤
谷
」は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
林
面
積
が
約
３
割
を
占

め
て
い
る
一
方
、
標
高
８
百
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
所
に
は
ブ
ナ
や
ミ

ズ
ナ
ラ
、
沢
沿
い
に
は
ク
ヌ
ギ
、

里
山
周
辺
に
は
薪
炭
林
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
コ
ナ
ラ
な
ど
多
種

多
様
な
広
葉
樹
が
生
育
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
森
林
に

は
、
希
少
種
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
や

ク
マ
タ
カ
が
生
息
し
て
い
る
ほ
か
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
本
州
に
生
息

す
る
代
表
的
な
ほ
乳
類
の
多
く

が
生
息
し
て
お
り
、
現
時
点
ま
で

に
、
48
種
の
ほ
乳
類
の
生
息
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

貴
重
な
両
生
類
や
植
物
な
ど
が
生

息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
様

な
生
物
相
の
維
持
に
必
要
な
様
々

な
タ
イ
プ
の
森
林
を
配
置
す
る
こ

と
と
、
自
然
を
保
全
し
な
が
ら
大

切
な
森
林
資
源
の
持
続
的
な
活
用

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼赤谷プロジェクトエリア最北部に位置する上越国境を望む
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「
協
働
・
連
携
」し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
運
営

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
元

み
な
か
み
町
新に

い
は
る治

地
区
の
皆
さ
ん

を
中
心
と
し
た
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
地
域
協
議
会
、
全
国
で
自
然
保

護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る（
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
及
び
関
東
森

林
管
理
局
の
三
者
で「
企
画
運
営
会

議
」を
設
置
し
、
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組
に
対
し
て
、
科
学
的
立
場
か

ら
検
証
・
助
言
す
る「
自
然
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
」及
び
そ
の
下
に

「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」を
設

置
し
、
年
度
当
初
に
定
め
た
事
業

計
画
に
基
づ
き
植
生
、
猛
禽
類
、

渓
流
環
境
な
ど
の
各
種
調
査
・
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
関
係
者
が
協
働
・
連
携
し

な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
す

る
こ
と
で
、「
生
物
多
様
性
の
復
元

と
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
」の
目
標

達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

調
査
・
取
組
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
一
土
曜
・
日
曜
を「
赤
谷
の

日
」と
名
付
け
、
ホ
ン
ド
テ
ン
の
生

息
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
木
の

実
の
豊
凶
調
査
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
群
馬
県
内
や
近
県
の
ほ
か
、

遠
く
は
福
島
県
か
ら
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

６
年
間
の
成
果
と
課
題

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し

て
か
ら
６
年
間
の
主
な
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、

潜
在
自
然
植
生（
赤
谷
の
本
来
あ
る

べ
き
自
然
植
生
）を「
ブ
ナ
ー
ミ
ズ

ナ
ラ
林
」、「
ク
リ
ー
コ
ナ
ラ
林
」及

び「
渓
畔
林
」に
大
別
す
る
こ
と
に

し
、
こ
れ
ら
を
将
来
の
森
林
の
姿

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
面
、
人
工
林
を
将
来
の
姿
に

誘
導
す
る
た
め
、
母
樹（
種
子
の
供

給
源
と
な
る
広
葉
樹
）か
ら
の
距
離

を
考
慮
し
た
間
伐
の
方
法
な
ど
を

調
査
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

②
多
様
な
動
物
が
生
息
で
き
る
森

林
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
イ

ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
な
ど
を
個
別
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
き
た
結
果
、
生

息
数
や
食
性
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

知
見
を
集
積
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
人
工
林
内
で
の
猛
禽

類
の
採
餌
形
態
な
ど
、
狩
場
環
境

の
創
出
に
も
資
す
る
よ
う
な
人
工

林
管
理
に
向
け
た
情
報
の
蓄
積
・

解
析
が
必
要
で
す
。

③
国
土
の
保
全
・
防
災
と
渓
流
生

態
系
の
保
全
と
の
両
立
を
目
指
し

て
、
平
成
21
年
度
に
治
山
ダ
ム
の

中
央
部
を
撤
去
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
撤
去
後
の
土
砂
の
堆

積
や
流
出
の
状
況
、
魚
類
等
の
移

動
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
科
学
的
な
検
証

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

赤
谷
の
森
基
本
構
想

　

赤
谷
で
は
、
潜
在
自
然
植
生
を

中
心
と
し
た
森
林
を
将
来
の
姿
と

し
て
お
り
、
現
存
す
る
良
好
な
天

然
林
を
保
全
し
つ
つ
、
人
工
林
は

天
然
林
に
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

木
材
生
産
に
適
し
て
い
る
場
所
で

は
、
生
物
多
様
性
保
全
に
配
慮
し

つ
つ
、
木
材
生
産
機
能
を
維
持
し

て
き
ま
し
た
。
６
年
間
の
成
果
と

課
題
及
び
今
後
の
管
理
の
考
え
方

を「
赤
谷
の
森
基
本
構
想
」と
し
て

平
成
22
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成

22
年
度
赤
谷
の
森
を
含
む
利
根
上

流
森
林
計
画
区
の
地
域
管
理
経
営

計
画
等
の
策
定
作
業
を
行
う
こ
と

か
ら
、
関
係
者
の
合
意
を
得
な
が

ら
、
こ
の
基
本
構
想
を
計
画
に
反

映
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
息
の
長
い
取

組
で
あ
り
、
科
学
的
な
知
見
の
集

積
が
十
分
で
な
い
要
素
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

将
来
の
森
林
の
姿
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
た
上
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
取
組
を
見
直
し
な

が
ら
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◀
完
成

◀
工
事
前

国土の保全・防災と渓流生態系の保全との両立を目指した取組
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